○第48回東京都高等学校ソフトボール新人大会支部予選の結果

平成30年10月7日に行われました第48回東京都高等学校ソフトボール新人大会支部予選の結果についてご報告いたします。


1回戦　対八王子東高校
	
	１
	２
	３
	４
	５
	計

	八王子東
	１
	３
	４
	０
	２
	１０

	山崎
	２
	９
	１
	２
	０×
	１４



＜戦評＞
 夏休みが終わり、守備は基本動作の確認、打撃はスイングスピードの
強化を重点的に取り組んできた山崎高校。初戦は、八王子東高校との対戦となった。
初回、先頭打者を三振に斬ってとった後、次打者に四球を与えるも、盗塁を試みた走者を刺し練習の成果を見せる。その後、1点を取られたものの最少失点で切り抜ける。

するとその裏、早速先頭打者から3連打を放ち逆転に成功。
その後再逆転を許すも、2回裏には7本の長短打を放ち一挙9得点を挙げる。
3回表には点差を縮められるが、2死満塁でバトンを受け継いだ投手の好リリーフで3点差を保つと、その後も攻撃の手を緩めることなく、最終的には5回裏攻撃中に時間切れ。
見事14－10で初戦勝利を飾った。

この試合では15本の安打を放ち、相手の助けではなく自分たちで14点を獲ることができた。
このことは、次への自信にしたい。また、守備面でも失策を3つに抑え練習の成果をだすことができた。
試合慣れしていない中で、必死に打球を処理する姿に何度も歓声が上がった。
夏休み中の大会で、同校と対戦した際も勝利を挙げた山崎だが、この試合は同じ勝利でもさらに内容を深めることができた。今後の飛躍に向けて、大きな一歩を踏み出した。
 




[bookmark: _GoBack]2回戦　対日野高校
	
	１
	２
	３
	４
	計

	山崎
	０
	０
	０
	３
	３

	日野
	２
	１
	５
	５×
	１３



同日に行われた2回戦は、都立の強豪日野高校との対戦となった。どこまで食い下がれるかが、この試合の目標となる。

初回、2回と打球は飛ぶものの、相手の堅い守備に阻まれ連続して3者凡退に抑えられる。
一方、山崎も走者こそ出すものの外野手のファインプレー等により、何とか3点で抑える。
すると3回、先頭打者が左中間に快打を放ち、待望の走者が出る。しかし、後続が打ち取られこの回も無得点。

すると、3回長短打を浴びせられ、一挙5点を失い8点の差を付けられてしまう。
何とか一矢報いたい山崎は、4回安打をきっかけに主将のタイムリー内野安打で1点を獲ると、さらに2本の長打が続き、この回一挙3点をあげる。
盛り上がったベンチであったが、その裏2死走者なしから四球も重なり5点を奪われ、結果4回10点差でコールド負けとなった。
最終的には大差をつけられたが、その内容は決して悪いものだけではなかった。
むしろ、相手の堅い守備の流れに乗らせてもらうことができたか、こちらも随所に好守が見られた。

その甲斐あって、2巡目に入って3点を獲ることもできた。
試合が始まる前からすでに敗戦ムードがあったベンチではあったが、4回まで食い下がることができたのは、次へと繋がるだろう。
 


2試合を通じ、季節外れの暑さの中ご声援を頂いた保護者の方々、ありがとうございました。
今後とも、山崎高校ソフトボール部をよろしくお願い致します。
